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令
和
４
年
よ
り

「兵
庫
教
区

・
神
戸
別

院
法
要
推
進
委
員
会
」
を
結
成
し
準
備
し

て
き
た

「親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年

・

立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
」
が
、
５

月
１６
日
か
ら
１９
日
ま
で
の
４
日
間
、
神
戸

別
院
に
て
修
行
さ
れ
る
。

こ
の
度
の
法
要
は
、
「親
鸞
聖
人
の
説

き
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
浄
土
真
宗
の
教
え

に
出
遇
う
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
今
の
私
は

あ
り
得
な
か
っ
た
と
い
う
聖
人
へ
の
感
謝

と
、
そ
の
教
え
に
出
遇
え
た
こ
と
の
喜
び

を
込
め
て
、
聖
人
の
ご
誕
生
を
祝
い
、
『立

教
開
宗
』
に
感
謝
す
る
」
こ
と
を
趣
旨
に

勤
め
ら
れ
る
。

法
要
テ
ー
マ
は
、
「ご
縁
を
紡
ぐ
感
謝

の
日
、
お
念
仏
と
と
も
に
歩
む
」
が
制
定

さ
れ
法
要
へ
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

法
要
日
程
は
、
午
後
１
時
か
ら
、
コ
ー

ラ
ス
の
集
い
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

お
勤
め
、
法
話
、
記
念
講
演
と
な
り
午
後

４
時
半
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

お
勤
め
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
に
よ
っ
て

お
念
仏
の
み
教
え
の
真
意
が
開
顕
さ
れ
た

浄
土
真
宗
の
根
本
聖
典

「顕
浄
土
真
実
教

行
証
文
類
」
（教
行
信
証
）
か
ら
す
べ
て

御
文
が
選
定
さ
れ
、
伝
統
的
な
声
明
と
大

衆
唱
和
の
両
面
を
兼
ね
備
え
て
制
定
さ
れ

た

『新
制

御
本
典
作
法
』
と
な
っ
て
い
る
。

法
話
は
、
滋
賀
県
彦
根
市
か
ら
野
瀬
妙

恵
特
命
布
教
講
師
が
出
向
さ
れ
る
。

ま
た
、
記
念
講
演
に
は
、
雅
楽
師
の
東

儀
秀
樹
さ
ん
、
万
葉
学
者
の
上
野
誠
さ
ん
、

弁
護
士
の
三
輪
記
子
さ
ん
、
落
語
家
の
月

亭
方
正
さ
ん
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
東
儀

秀
樹
さ
ん
と
二
輪
記
子
さ
ん
に
つ
い
て

は
、
相
愛
大
学
学
長
の
釈
徹
宗
さ
ん
と
の

対
談
も
行
わ
れ
る
。

当
日
は
、
出
店
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
企

画
さ
れ
て
お
り
楽
し
く
過
ご
せ
る
１
日
と

な
る
よ
う
に
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

法
要
に
先
駆
け協
賛
行
事
開
催

２
月
１０
日
、
慶
讃
法
要
円
成
に
向
け
て

機
運
を
高
め
る
た
め
に
、
「親
鸞
聖
人
御
誕

生

８
５
０
年

・
立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃

法
要
協
賛
行
事
講
演
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

「現
代
人
の
生
き
づ
ら
さ
」
を
テ
ー
マ

に
掲
げ
、
相
愛
大
学
学
長
の
釈
徹
宗
さ
ん

と
俳
優

・
タ
レ
ン
ト
の
サ
ヘ
ル

・
ロ
ー
ズ

さ
ん
を
招
い
て
、
前
半
は
講
演
を
行
い
、

後
半
は
対
談
で
行
わ
れ
た
。

釈
徹
宗
さ
ん
は

「心
と
言
葉
と
」
、
サ

ヘ
ル
・
ロ
ー
ズ
さ
ん
は

「出
会
い
こ
そ
、

生
き
る
力
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
。

対
談
は
、
「現
代
人
の
生
き
づ
ら
さ
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
３
５
０
名
の
参
加
者
と
な
り

事
前
申
し
込
み
を
上
回
り
終
了
し
た
。

演奏・講演・対談

東儀 秀樹 l雅楽師)

16日 (本 )

対談テーマ
「東儀流生き方」

諸演

上野 誠 l万葉学者)

講演テーマ

「日本人と聖徳太子」

17日 (金 ) 18日 (土)巨國
三輪記子 l弁護士)

対談テーマ
「法律家から見た
現代人の生きづらさ」

19日 (日 )議・落語
月亭方正 l落語家)

講演テエマ

「僕が落語家になった理由」

慶 護 法 要 記 念 請 演 講 師  16日 呵8日は釈籐 さん籠侶・相愛大学学長)との観 す
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令
和
５
年
８
月
１５
日
、
孟
蘭
盆
会
が
勤

め
ら
れ
た
。
折
り
し
も
、
台
風
７
号
が
上

陸
す
る
中
で
の
法
要
で
あ
っ
た
た
め
、
参

拝
者
は
４
名
で
あ

っ
た
。
勤
行
は
、
『仏

説
阿
弥
陀
経
』
。
そ
の
後
、
松
本
隆
英
輪

番
の
法
話
に
て
孟
蘭
盆
会
が
無
事
に
修
行

と
な
っ
た
。

一市
章
毯
告
一一津工
】叶勇
Ψ～

９
月
２２
日
か
ら
２４
日
ま
で
の
３
日
間
、

秋
季
彼
岸
会
が
勤
め
ら
れ
１
０
７
名
が
参

拝
し
た
。
勤
行
は
、
初
日
が
、
『仏
説
観

無
量
寿
経
』
、
中
日
は
、
『仏
説
無
量
寿
経
』
、

最
終
日
は
、
『仏
説
阿
弥
陀
経
』
。
法
要
の

３
日
間
で
、
『浄
土
二
部
経
』
を
勤
め
る

形
と
な
っ
た
。
講
師
は
、
た
つ
の
市

・
浄

蓮
寺
よ
り
竹
内
俊
之
師
を
迎
え
た
。

中
日
に
は
、
別
院
仏
教
婦
人
会
に
よ
る

「お
は
ぎ
」
の
接
待
が
あ

っ
た
。
前
日
か

ら
の
準
備
と
当
日
の

「お
は
ぎ
」
作
り
と

忙
し
い
中
で
も
、
会
員
同
士
で
和
気
語
々

と
し
た
雰
囲
気
で
活
動
さ
れ
て
い
た
。

総
会
所
仏
具
の
お
み
が
き

別
院
の
報
恩
講
法
要
に
向
け
て
、
法
要

時
に
、
僧
侶
が
控
え
る
総
会
所
の
仏
具
を

綺
麗
に
す
る

「お
み
が
き
」
が
、
１１
月
１８

日
行
わ
れ
た
。
別
院
仏
婦
か
ら
７
名
が
参

加
し
、
心
を
込
め
て

一
生
懸
命
に
み
が
か

れ
て
い
た
。

４
年
ぶ
り
に
制
限
な
し
の
法
要

「阪
神

・
淡
路
大
震
災
物
故
者
総
追
悼

法
要
」
並
び
に

「
１
．
１
７
い
の
ち
を
考

え
る
研
修
会
」
が
、
令
和
６
年
１
月
１７
日

に
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
午
後
１
時
半

か
ら
、
６
名
の
僧
侶
が
入
堂
後
、
宗
門
関

係
学
校
の
生
徒
３
名
が
献
華
を
し
法
要
が

始
ま
っ
た
。

お
勤
め
後
、
宗
門
関
係
学
校
の
生
徒
に

よ
る
作
文
朗
読
で
は
、
神
戸
国
際
中
学
校

の
岩
崎
実
結
さ
ん
、
神
戸
龍
谷
中
学
校
の

川
上
泰
明
さ
ん
、
兵
庫
大
学
付
属
須
磨
ノ

浦
高
等
学
校
の
田
中
信
帆
さ
ん
が
朗
読
し

た
。研
修
会
は
、
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ

　

，

ン
サ
ー
で
あ
り
神
戸
新
開
地
に
あ
る
喜
楽

　

。

館
支
配
人
の
伊
藤
史
隆
さ
ん
を
迎
え
て
の

講
演
と
な
っ
た
。
伊
藤
さ
ん
は
、
家
族
や

自
ら
も
被
災
し
て
い
た
が
、
全
国
に
震
災

の
状
況
を
伝
え
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
、
報
道
に
従
事
し
た
こ

と
や
そ
の
際
の
経
験
や
感
じ
た
こ
と
を

語
っ
た
。

時
折
、
笑
い
も
交
え
た
語
り
口
調
に
、

参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

本
願
寺
神
戸
別
院
報
恩
講
法
要
が
、
ｌｌ

月
２６
日
か
ら
２８
日
ま
で
の
３
日
間
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
制
限
が
な
い
形
で
営
ま
れ
た
。

さ
ら
に
、
２
０
２
３
年
は
、
親
鸞
聖
人

が
ご
誕
生
さ
れ
て
か
ら
８
５
０
年
に
当
た

る
た
め
、
新
た
な
法
要
作
法
と
し
て
制
定

さ
れ
た

『新
制
　
御
本
典
作
法
』
が
、
２７

日
の
逮
夜
法
要
で
勤
め
ら
れ
た
。

法
要
は
、
２６
日
午
後
２
時
、
当
院
の
輪

番
で
あ
る
松
本
隆
英
輪
番
が
導
師
を
勤
め

「大
師
影
供
作
法
」
で
始
ま
り
３
日
間
で

３
５
０
名
の
参
拝
が
あ
っ
た
。

講
師
は
、
奈
良
県
五
條
市
の
国
光
寺
よ

り
和
氣
秀
剛
師
が
６
座
の
法
座
に
て
法
話

し
た
。
こ
の
度
の
報
恩
講
法
要
で
は
、
兵
庫
教

纏
帥
勲
潮
鱗
籐
謙
釧
嘲
終
緯
厳
肺
脱
抑
難

と

っ
て
参
拝
者
の
出
迎
え
案
内
な
ど
を

行

っ
た
。
ま
た
、
各
法
要

（８
座
）
に
参

拝
し
て
ス
タ
ン
プ
を
押
す

「報
恩
講
法
要

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
２７
日
の
お
昼
に
は
、
別
院
仏
教

婦
人
会
に
よ
る
お
斎
が
再
開
さ
れ
、
４
年

ぶ
り
の
お
斎
に
参
拝
者
の
笑
顔
が
見
ら
れ

た
。別
院
近
隣
の
花
隈
モ
ダ
ン
タ
ウ
ン
協
議

会
主
催
に
よ
る

「
モ
ダ
ン
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
も
２６
日
に
併
催
さ
れ
た
。

～
壮
大
な
仏
華
が
荘
厳
さ
れ
～

今
年
度
の
報
恩
講
法
要
で
は
、
仏
祖
に

お
供
え
す
る
仏
華
が
例
年
と
異
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、
ご
本
山
と
同
じ
よ
う
な
印
象

を
受
け
た
。
別
院
法
式
担
当
者
に
聞
く
と
、

「京
都

・
西
本
願
寺
の
仏
華
を
担
当
し
て

い
る
有
限
会
社
花
新

（京
都
市
下
京
区
）

さ
ん
が
立
て
た
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

神
戸
で
、
ご
本
山
と
同
じ
よ
う
な
仏
華
が

見
ら
れ
た
こ
と
に
感
激
し
た
参
拝
者
の
声

が
聞
か
れ
た
。

コロ妾禍前に戻つた報恩請法要

請演する
伊藤史隆さん

乳
み
浪
②
見
碁
基
畠
穆
委
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災
書
義
援
金
の
ご
協
力
を

２
０
２
４

（令
和
６
）
年
１
月
１
日
、

石
川
県
能
登
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７

・
６
の
地
震
が
発
生
し
た
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
で
は
、
石
川

・
高

岡

（富
山
県
▼

富
山

・
回
府

（新
潟
県
▼

新
潟
教
区
の
５
教
区
か
ら
被
害
の
報
告
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、
石
川

・
高
岡

教
区
な
ど
で
甚
大
な
被
害
が
出
て
い
る
。

石
川
教
区
で
は
、
本
堂
、
庫
裏
や
山
門
、

鐘
楼
な
ど
の
全
壊
や
半
壊
、
傾
斜
な
ど
の

ほ
か
に
津
波
に
よ
る
床
上
浸
水
の
被
害
が

あ
り
、
門
徒
に
も
多
数
の
被
害
が
及
ん
で

い
る
。
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
は
、
地
震
発
生
後

か
ら
被
災
教
区
に
状
況
報
告
を
依
頼
し
、

１
月
４
日
に
は
、
第
二
次
復
旧
支
援
隊
を
派

遣
し
て
お
見
舞
い
及
び
支
援
物
資
の
搬
送

を
行
い
つ
つ
現
地
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
１
月
８
日
に
は
、
本
願
寺
金
沢

別
院
内
に
、
「令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
能
登
半
島
地
震
支
援

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
支
援
物
資
の
受

け
入
れ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付
、
情
報

発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
継
続
し
た
被
災
地
の
復
興
支

援
を
目
的
と
し
た
義
援
金
と
し
て
、
「浄

土
真
宗
本
願
寺
派
た
す
け
あ
い
募
金
」
の

募
集
も
開
始
さ
れ
て
お
り
全
国
か
ら
支
援

の
志
が
届

い
て
い
る
。
（募
金
詳
細
は
、

４
面
参
照
）

震
災
支
援
の
た
め
、
２
月
５
日
か
ら
、

「令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

浄
土
真
宗
本

願
寺
派
能
登
半
島
地
震
支
援
セ
ン
タ
ー
」

へ
別
院
職
員
１
名
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

現
地
か
ら
の
報
告
を
記
載
い
た
し
ま
す
。

～
現
地
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
～

能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
災
地
で
は
、

建
物
の
倒
壊
や
津
波
に
よ
る
被
害
が
起
り
、

更
に
余
震
や
停
電

・
断
水
と
い
っ
た
苦
し

い
避
難
生
活
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
や
物
資
搬

送
の
支
援
に
お
い
て
は
、
多
く
の
道
路
が

寸
断
さ
れ
て
い
る
た
め
困
難
を
極
め
て
い

ま
す
。
現
時
点
で
は
、
復
興
に
向
け
て
の
活
動

は
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
継
続
的
な
支
援

が
必
要
な
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

本
願
寺
神
戸
別
院
は
別
名
と
し
て
、

モ
ダ
ン
寺
と
も
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
は
、

昭
和
５
年
に
、
「イ
ン
ド
仏
教
様
式
デ
ザ

イ
ン
」
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
大
寺
院

が
建
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

当
時
の
新
聞
に
も

「
モ
ダ
ー
ン
な
姿
を

現
出
せ
る
」
と
の
記
事
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
ぃ
ぇ
ど
も
９０
年
の
歳
月
が
流
れ
る

と
老
朽
化
が
日
立
ち
、
遂
に
は
危
険
な

建
物
と
な
り
建
て
替
え
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
建
物
を
、
「昭

和
の
モ
ダ
ン
寺
」
と
呼
び
ま
す
。

平
成
の
世
に
な
り
、
ご
門
徒
の
み
な
さ

ま
の
ご
尽
力
に
よ
り
現
在
の

「平
成
の
モ

ダ
ン
寺
」
の
計
画
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

建
設
中
に
は
、
折
し
も
、
阪
神

・淡
路
大

震
災
が
発
生
し
多
く
の
困
難
を
抱
え
つ
つ

も
同
年
９
月
に
は
羨
工
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の

「平
成
の
モ
ダ
ン
寺
」
も
、
来

年
で
３０
年
を
迎
え
ま
す
。
実
際
、
建
物

の
外
壁
や
建
具
に
老
朽
化
が
日
立
ち
始

め
て
お
り
ま
す
。
建
物
を
長
く
使
用
す

る
た
め
に
は
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

施
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

先
日
、
建
物
改
修
工
事
に
向
け
て
の

調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
外
壁
に
お
い
て
は
、

各
面
で
塗
装
の
剥
が
れ
て
い
る
箇
所
が

随
所
に
見
受
け
ら
れ
、
特
に
西
側
の
外

全壊した本堂 l七尾市内)

壁

の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
外
壁
躯
体
の
ひ
び
割
れ
や
コ
ー

キ
ン
グ
の
硬
化
も
見
受
け
ら
れ
る
状
況

と
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
３０
年
の
節
日
と
し
て
、
改
修

工
事
を
行
う
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
改
修
工
事
費
用
、
さ

ら
に
は
、
将
来
の
建
て
替
え
も
視
野
に

入
れ
た

「
モ
ダ
ン
寺
護
持
基
金
箱
」
を

ご
門
徒
の
方
が
寄
進
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
「お
聴
間
の
場
を
次
世
代

へ
」
を

願

っ
て
、
１
階
ピ

ロ
テ
ィ
ー
に
基
金
箱

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
来
院

の
際
は
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新調された基金箱
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モダン寺新聞 令和6年3月 1日

令和6年能登半島地震
災害義援金

受付口座番号

●郵便振替

01000-4-69957
加入者名 たすけあい募金

●銀行振込

銀行 ゆうちょ銀行
店名 一〇九 (イテゼロキュウ)店
番号 当座 0069957
名義 たすけあい募金

※通信欄に「能登地震」とご記入くださ

い。住所、連絡先、領収書名のご記入

をお願いします。

※インターネットバンキングにて振込の

方には、入金確認後、住所、連絡先、領

収書名義等について確認のご連絡を

いたします。

浄土真宗本願寺派

たすけあい運動募金
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
災

害
義
援
金
に
お
け
る
募
金
箱
を
、
３

階
本
堂
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

募
金
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
「少
し
だ

け
の
義
援
金
で
す
が
、
今
、
出
来
る

こ
と
を
す
る
し
か
な
い
」
と
語
り
な

が
ら
募
金
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
８
月
８
日

（日
本
時
間
８
月

９
日
）
、
米

ハ
ワ
イ

，
マ
ウ
イ
島
の
山
火

事
に
起
因
す
る
大
規
模
火
災
に
よ
り
、
島

西
部
ラ
ハ
イ
ナ
が
ほ
ぼ
全
焼
す
る
な
ど
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
本
願
寺
派
ハ
ワ

イ
開
教
区
に
あ
る
ラ
ハ
イ
ナ
本
願
寺
が
、

本
堂
・庫
裏
・ホ
ー
ル
《
ボ
館
）
等
が
全
焼
し
、

駐
在
開
教
使
や
メ
ン
バ
ー

（門
信
徒
）
が

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な

被
害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
被
災
地
の
復

興
支
援
を
行
う
た
め
、
当
院
本
堂
に
義
援

金
箱
を
設
置
し
四
万
八
千
三
百
九
十

一
円

の
義
援
金
が
集
ま
っ
た
。

送
金
に
際
し
て
、
担
当
職
員
は
、
「み

な
さ
ま
か
ら
の
義
援
金
を
宗
派
へ
送
金
い

た
し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

0綿言越垂全
令和6年能登半島地震
災 書 義 援 金
t嶽蘭ユ●コG工 :月 s日 (alから雪分め爵

募金箱

別
院
１
階
の
ピ
ロ
テ
ィ
ー
に
、
「
モ
ダ

ン
寺
護
持
基
金
箱
」
の
設
置
と
共
に
、
８６

Ｖ
の
大
き
な
テ
レ
ビ
も
設
置
さ
れ
た
。
こ

の
テ
レ
ビ
で
は
、
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
、

仏
事
作
法
や
モ
ダ
ン
寺
を
紹
介
す
る
動
画

が
流
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
動
画
を
視
て
、

「み
教
え
が
次
世
代

へ
伝
わ
る
よ
う
に
」

と
感
じ
て
い
た
だ
き
、
護
持
基
金
へ
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
の
意

図
か
ら
設
置
に
至
っ
た
。

テ
レ
ホ
ン
法
話
は
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
、
こ
の
度
は
お
休
み
い
た
し
ま
す
。

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

災
害
義
援
金

ぉ
】
協
力
の
お
願
い

ハ
ワ
イ
・マ
ウ
イ
島
大
規
模
火
災

災
害
義
援
金
の
報
告

１
階
ピ
ロ
テ
イ
ー
に

大
型
テ
レ
ビ
出
現

【恒例法妥】

宗粗降誕会  5月 26日 (日 )       午後 2時
永代経法妥  6月 23日 (日 )       午後 2時
日売天講座  8月 1日 (木)～ 3日 (土)  午前 7時
孟蘭盆会   8月 15日 (木)       午後 2時
秋季彼岸会  ?月 21日 (土 )～ 23日 (月 )  午後 2時
幸R恩講法妥 ¶1月 26日 (火 )～28日 (木)

日ヤ:午前10時、逮夜 :午後 2時

除夜会   12月 31日 (火)       午後 4時
元旦会   1月  1日 (水)       午前 7時
阪紳・淡路大度災物故者総追悼法妥

「いのち」を考える研修会 1月 17日 (金)

春季彼岸会  3月 19日 (水)～ 21日 (金)
※20日 (木)は、納骨者総迄悼法妥を併修  午後 2時

【日次勤行】      ▼

お晨朝               毎日午前7時

第1土曜日

15日・16日

午後1時30分

午後2時

【毎月の法座】

第一土曜仏教講座

常例法座

2024(令和6)年度 本願寺神戸別院 法要行事ラ定

86Vのテレビと基金箱
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